
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮影レンズを通して撮像素子の受光面上に結像された光学像を電気信号に変換し、画像デ
ータとして記録媒体に記録するデジタルカメラにおいて、
前記記録媒体に記録された画像データを通信回線を通じて目的のサーバに転送する画像デ
ータ転送手段と、
前記画像データ転送手段で転送する画像データに対して電子透かしデータの埋め込み処理
又は暗号化処理を行なうように指示する指示手段と、
前記指示手段からの指示に従って前記画像データ転送手段で転送する画像データに電子透
かしデータを埋め込む電子透かしデータ埋め込み手段と、
前記指示手段からの指示に従って前記画像データ転送手段で転送する画像データを暗号化
する暗号化手段と、
を備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
前記指示手段は、不特定人が閲覧するホームページに公開することを目的に特定のサーバ
に画像データを転送する場合は電子透かしデータの埋め込み処理を行なうように指示し、
画像データを保管することを目的に特定のサーバに画像データを転送する場合は暗号化処
理を行なうように指示することを特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項３】
前記記録媒体に記録された画像データを再生表示する表示手段を備え、該表示手段に前記
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記録媒体に記録された画像データを再生表示して転送する画像データを選択することを特
徴とする請求項１又は２に記載のデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデジタルカメラに係り、特に撮影された画像データを通信回線を通じて目的のサ
ーバに転送する機能を備えたデジタルカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、インターネットの普及により個人でも簡単にホームページが開設できるようになっ
ており、自己のホームページに自らがデジタルカメラで撮影した画像を掲載する例も増え
ている。また、企業においても自己のホームページ上にユーザが撮影した画像を公開する
場を提供したり、インターネットを通じてユーザが撮影した画像を保管する場を提供する
例が増えている。
【０００３】
しかし、ホームページに掲載される画像データは電子データであるため、加工や複製が簡
単という特徴があり、掲載者や撮影者の許可なく勝手に使用されたり、改変されたりする
可能性がある。
【０００４】
そこで、このような不正使用を防ぐため、従来よりホームページに掲載する画像データに
電子透かしデータを埋め込むことがなされている。
【０００５】
また、近年、デジタルカメラの高性能化に伴いデジタルカメラ自体に通信機能を持たせ、
撮影した画像データを通信回線を通じて目的のサーバに転送できる機能を備えたものも発
売されるに至っている。そして、このデータ転送時に転送先に応じて画像データに電子透
かしデータを埋め込む提案もなされている（特開２００１－２９２３６２号）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ホームページへの掲載を目的とせず、画像データの保存のみ、あるいは特
定人のみがアクセス可能なサーバに画像を転送する場合には、電子透かし処理は不要であ
り、むしろ他人に盗み見られたりすることなく安全にデータを転送できることが重要にな
る。また、公開することを目的にしない場合にまで電子透かしデータを埋め込むこととす
ると、画像が劣化してしまうという欠点もある。
【０００７】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、目的に応じて適切に画像データを転送
できるデジタルカメラを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
請求項１に係る発明は、前記目的を達成するために、撮影レンズを通して撮像素子の受光
面上に結像された光学像を電気信号に変換し、画像データとして記録媒体に記録するデジ
タルカメラにおいて、前記記録媒体に記録された画像データを通信回線を通じて目的のサ
ーバに転送する画像データ転送手段と、前記画像データ転送手段で転送する画像データに
対して電子透かしデータの埋め込み処理又は暗号化処理を行なうように指示する指示手段
と、前記指示手段からの指示に従って前記画像データ転送手段で転送する画像データに電
子透かしデータを埋め込む電子透かしデータ埋め込み手段と、前記指示手段からの指示に
従って前記画像データ転送手段で転送する画像データを暗号化する暗号化手段と、を備え
たことを特徴とするデジタルカメラを提供する。
【０００９】
また、請求項２に係る発明は、前記目的を達成するために、前記指示手段は、不特定人が
閲覧するホームページに公開することを目的に特定のサーバに画像データを転送する場合
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は電子透かしデータの埋め込み処理を行なうように指示し、画像データを保管することを
目的に特定のサーバに画像データを転送する場合は暗号化処理を行なうように指示するこ
とを特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラを提供する。
【００１０】
また、請求項３に係る発明は、前記目的を達成するために、前記記録媒体に記録された画
像データを再生表示する表示手段を備え、該表示手段に前記記録媒体に記録された画像デ
ータを再生表示して転送する画像データを選択することを特徴とする請求項１又は２に記
載のデジタルカメラを提供する。
【００１１】
本発明によれば、撮影した画像データを転送する際、電子透かしデータの埋め込み処理又
は暗号化処理を選択して行なうことができる。これにより、たとえばホームページへの掲
載を目的に特定のサーバに転送する際は電子透かしデータの埋め込み処理を行い、画像の
保管を目的に特定のサーバを転送する際は暗号化処理を選択して行なうことができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に従って本発明に係るデジタルカメラの好ましい実施の形態について詳説
する。
【００１３】
図１、図２は、それぞれ本発明に係るデジタルカメラの一実施形態を示す正面図と背面図
である。同図に示すように、本実施の形態のデジタルカメラ１０の正面には撮影レンズ１
２、ファインダー窓１４等が設けられており、上面にはシャッターボタン１６が設けられ
ている。また、背面にはファインダー１８、電源ボタン２０、モードレバー２２、十字ボ
タン２４、メニュー／ＯＫボタン２６、キャンセルボタン２８及び液晶モニタ３０等が設
けられている。
【００１４】
モードレバー２２は、電源ボタン２０を中心に回動自在に設けられており、その位置を変
えることによりカメラのモードを変更する。すなわち、デジタルカメラ１０は、このモー
ドレバー２２を回動操作することにより、スチル撮影を行う撮影モードと、撮影した画像
を再生する再生モードと、撮影した画像データをパーソナルコンピュータに転送するＰＣ
モードの３つのモードに設定される。
【００１５】
十字ボタン２４は、それぞれ対応する４方向（上下左右）の指示を入力する操作部であり
、上下のボタンは撮影モード時にズームボタンとして機能する。また、左右のボタンは再
生モード時に１コマ送りボタン、１コマ戻しボタンとして機能する。また、メニュー画面
が表示されている場合には、メニュー画面からメニュー項目を選択したり、各メニューか
ら各種設定項目の選択を指示するボタンとして機能する。
【００１６】
メニュー／ＯＫボタン２６は、メニュー画面の表示及び選択内容の確定、実行などに使用
され、キャンセルボタン２８は、メニューから選んだ項目の取消や一つ前の操作状態に戻
らせる時などに使用される。
【００１７】
液晶モニタ３０は、再生モード時に撮影した画像の再生用モニタとして使用されるととも
に、メニューの表示画面として使用される。また、撮影モード時には、画角確認用の電子
ビューファインダーとしても使用される。
【００１８】
図３は、デジタルカメラ１０の内部構成を示したブロック図である。同図に示すように、
デジタルカメラ１０は、ＣＰＵ４０、撮像回路４２、画像処理回路４４、圧縮・伸張回路
４６、記録回路４８、表示回路５０、スイッチ回路５２、ＲＯＭ５４、ＲＡＭ５６、ＥＥ
ＰＲＯＭ５８、通信回路６０、透かしデータ埋め込み回路６２、暗号化回路６４等を備え
ている。
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【００１９】
ＣＰＵ４０は、他の回路と電気的に接続されており、他の回路を制御して撮影、画像デー
タの記録、画像データの転送等の処理を司る。
【００２０】
撮像回路４２は、撮像素子（ＣＣＤ）、Ａ／Ｄ変換器等を備えており、撮影レンズ１２を
通して撮像素子の受光面上に結像された光学像を電気信号に変換し、画像信号として出力
する。画像処理回路４４は、撮像回路４２から出力された画像信号に対して各種信号処理
を施して画像データを生成する。圧縮・伸張回路４６は、画像処理回路４４で信号処理さ
れた画像データを圧縮するとともに、圧縮された画像データを伸張する。記録回路４８は
、圧縮・伸張回路４６で圧縮された画像データをメモリカード６６に記録するとともに、
メモリカード６６に記録された画像データの読み出しを行なう。
【００２１】
表示回路５０は、ＣＰＵ４０からの指令に基づき液晶モニタ３０に画像を表示させるよう
駆動する回路であり、また、スイッチ回路５２は、シャッターボタン１６、電源ボタン２
０、モードレバー２２等の各種操作ボタン類が操作されたことを検出して、ＣＰＵ４０に
伝達する回路である。
【００２２】
ＲＯＭ５４には、ＣＰＵ４０が処理するプログラム及び制御に必要な各種データ等が格納
されており、ＲＡＭ５６は、画像処理領域の他、ＣＰＵ４０が各種の演算処理等を行うた
めの作業用領域を有している。また、ＥＥＰＲＯＭ（不揮発性メモリ）５８には、画像デ
ータの送信先などの各種設定情報が格納される。
【００２３】
通信回路６０は、ＣＰＵ４０からの指令に基づき画像データを電送する回路であり、カメ
ラボディに内蔵されたアンテナ６８を介して基地局に所定のデータを無線で送受信する。
また、カメラボディに備えられた通信コネクタ７０を介してケーブルで接続されたパーソ
ナルコンピュータとの間で所定のデータの送受信を行なう。
【００２４】
透かしデータ埋め込み回路６２は、ＣＰＵ４０からの指令に基づき画像データに電子透か
しデータを埋め込む回路であり、また、暗号化回路６４は、画像データを暗号化する回路
である。なお、電子透かし及び暗号化については、既存の手法を用いて行なうことができ
るので、ここでは、その処理の内容についての説明は省略する。
【００２５】
本実施の形態のデジタルカメラ１０は、撮影、再生、データ転送を行なうことができ、デ
ータ転送は、通信コネクタ７０からケーブルで接続されたパーソナルコンピュータへのデ
ータ転送と、通信回線を通じて所定のサーバへのデータ転送を行なうことができる。そし
て、通信回線を通じて所定のサーバへ画像データを転送する際は、転送する画像データに
対して選択的に電子透かし処理又は暗号化処理を施すことができる。
【００２６】
以下、本実施の形態のデジタルカメラ１０のＣＰＵ４０が行なう処理制御を図４に示すフ
ローチャートに従って説明する。
【００２７】
ユーザが電源ボタン２０を押し、電源が投入されると（ステップＳ１０）、ＣＰＵ４０は
モードレバー２２の位置に基づき現在の設定モードを確認する。すなわち、まず、撮影モ
ードに設定されているか否かを判定する（ステップＳ１２）。そして、撮影モードに設定
されている場合は撮影制御を実行し（ステップＳ１４）、モードが切り替えられるまで、
これを繰り返す（ステップＳ１６）。
【００２８】
一方、撮影モードに設定されていない場合は、再生モードに設定されているか否かを判定
する（ステップＳ１８）。再生モードに設定されていない場合は、ＰＣモードに設定され
ていることになるので、ＣＰＵ４０はＰＣ制御、すなわち通信コネクタ７０を介してケー
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ブルで接続されたパーソナルコンピュータとの間で画像データの送受信の制御を行なう（
ステップＳ２０）。そして、モードが切り替えられるまで、これを繰り返す（ステップＳ
２２）。
【００２９】
また、撮影モードに設定されている場合は、さらに転送モードに設定されているか否かを
判定する（ステップＳ２４）。転送モードに設定されていない場合は、再生制御（コマ送
り再生、連続再生等）を行なう、すなわち、メモリカード６６に記録された画像データを
読み出して液晶モニタ３０上に表示させる（ステップＳ２６）。そして、モードが切り替
えられるまで、これを繰り返す（ステップＳ２８）。
【００３０】
ここで、転送モードの設定はユーザがメニューから呼び出すことによって行なわれる。す
なわち、再生モード下でユーザがメニュー／ＯＫボタン２６を押すと、ＣＰＵ４０は、こ
れを検出し、転送モードへの切り替え確認のメッセージを液晶モニタ３０に表示させる。
そして、ユーザがこれを確認し、メニュー／ＯＫボタン２６を押したことを検出すると、
ＣＰＵ４０はカメラのモードを再生モードから転送モードに切り替える。
【００３１】
転送モードに切り替えられると、ＣＰＵ４０は再生制御を実施し、ユーザは、この再生画
像の中から転送する画像を選択する（ステップＳ３０）。すなわち、ユーザは、十字ボタ
ン２４の操作でメモリカード６６に記録されている画像を１コマずつ順に液晶モニタ３０
上に表示させてゆき、図５（ａ）に示すように、転送する画像データのところで送りを止
めて、画像を液晶モニタ３０上に表示させる。そして、転送する画像データを決定する。
【００３２】
転送する画像データの決定は、転送する画像データを液晶モニタ３０に表示させた状態で
メニュー／ＯＫボタン２６を押すことにより行なわれ、ＣＰＵ４０は、メニュー／ＯＫボ
タン２６が押されたことを検出すると、図５（ｂ）に示すように、液晶モニタ３０上に転
送確認のメッセージを表示させる。ここで、ユーザが「ＮＯ」を選択すると、ＣＰＵ４０
は、再び転送画像の選択のため、再生制御を実施する。
【００３３】
一方、ユーザが「ＹＥＳ」を選択すると、ＣＰＵ４０は、電子透かし処理又は暗号化処理
の要／不要の確認のメッセージを液晶モニタ３０上に表示させる。すなわち、そのまま何
もしないで転送するか、電子透かし処理又は暗号化処理を行なって転送するかを問い合わ
せる（ステップＳ３２）。ユーザは、不要と考えれば「不要」を選択し、電子透かし処理
又は暗号化処理が必要と考えれば「要」を選択する。
【００３４】
なお、「ＹＥＳ」／「ＮＯ」、「要」／「不要」の選択は、「ＹＥＳ」／「ＮＯ」又は「
要」／「不要」を囲む枠を十字ボタン２４の操作で移動させることにより行なわれ、選択
した項目の決定はメニュー／ＯＫボタン２６を押すことにより行なわれる。
【００３５】
この選択の結果、「不要」が選択されると、ＣＰＵ４０は送信処理を実施する。すなわち
、まず、ＣＰＵ４０は、図５（ｅ）に示すように、送信先の設定画面を液晶モニタ３０上
に表示させ、送信先の設定をユーザに促す。ユーザは、目的の送信先（データを送信する
サーバのアドレス）を入力して設定する。あるいは、あらかじめ登録しておいた送信先（
たとえば、よく利用する送信先を予め登録しておき、これをＥＥＰＲＯＭ５８に記憶させ
ておく）を呼び出して設定する。設定後、ＣＰＵ４０は、図５（ｆ）に示すように、送信
確認のメッセージを液晶モニタ３０上に表示させる。
【００３６】
送信の実行は、ユーザがメニュー／ＯＫボタン２６を押すことにより行なわれ、メニュー
／ＯＫボタン２６が押されたことを検出すると、ＣＰＵ４０は、指定された目的のサーバ
に通信回線を通じて選択された画像データを送信する。
【００３７】
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一方、電子透かし処理又は暗号化処理の「必要」が選択されると、ＣＰＵ４０は、図５（
ｄ）に示すように、電子透かし処理と暗号化処理の選択画面を液晶モニタ３０上に表示さ
せる。ユーザは、この表示に従って必要な処理を選択する。選択は「電子透かし処理」又
は「暗号化処理」を囲む枠を十字ボタン２４の操作で移動させることにより行なわれ、選
択した項目の決定はメニュー／ＯＫボタン２６を押すことにより行なわれる。
【００３８】
ＣＰＵ４０は、ユーザが選択した処理を検出し、その処理を実行する。すなわち、ユーザ
の選択結果に基づいてユーザの選択した処理が電子透かし処理であるか否かを判定する（
ステップＳ３４）。そして、電子透かし処理を選択している場合は、転送する画像に対し
て透かしデータ埋め込み回路６２で電子透かしデータの埋め込み処理を行なったのち（ス
テップＳ３６）、送信処理を実施する（ステップＳ２８）。一方、暗号化処理を選択して
いる場合は、転送する画像に対して暗号化回路６４で暗号化処理を行なったのち（ステッ
プＳ３８）、送信処理を実行する（ステップＳ２８）。
【００３９】
送信処理は、電子透かし処理又は暗号化処理を行なわない場合と同じである。すなわち、
ユーザによる送信先の設定後、実行指令に基づいて指定された目的のサーバに通信回線を
通じて選択された画像データを送信する。
【００４０】
送信終了後、ＣＰＵ４０は再び転送画像選択のための再生制御を実施し、必要があれば、
ユーザは上記の操作を実施して、目的のサーバに所望の画像データを転送する。ＣＰＵ４
０は、モードが切り替えられるまで、この画像転送処理を繰り返し実行する（ステップＳ
４０）。
【００４１】
以上説明したように、本実施の形態のデジタルカメラ１０によれば、画像データの転送時
、転送する画像データに対して電子透かし処理と暗号化処理を選択的に施して転送するこ
とができる。これにより、たとえば不特定人が閲覧するホームページに公開することを目
的に特定のサーバ（ＷＷＷサーバ）に画像データを転送する場合は電子透かしデータの埋
め込み処理を行い、画像データを保管することを目的に特定のサーバ（データサーバ）に
画像データを転送する場合は暗号化処理を行なうというように、目的に応じて適切な処理
を行って画像データを転送することができる。
【００４２】
また、再生しながら転送する画像を選択できるので、転送データの確認を容易に行なうこ
とができ、送信するデータの選び違いも効果的に防止することができる。
【００４３】
なお、本実施の形態では、ユーザが電子透かし処理と暗号化処理を選択して実行するよう
に構成されているが、送信先等に応じてカメラ側で自動設定するように構成してもよい。
たとえば、インターネットのホームページ上に公開することを目的としたサーバ（ＷＷＷ
サーバ）に画像データを転送する場合は、自動的に電子透かしデータの埋め込み処理を行
い、画像データを保管することを目的としたサーバ（データサーバ）に画像データを転送
する場合は、自動的に暗号化処理を行なうようにする。これにより、設定の手間が省け、
安全かつ確実に適切な処理を施して画像データの転送処理を行なうことができる。
【００４４】
また、本実施の形態では、デジタルカメラ１０に備えられた通信手段（通信回路及びアン
テナ）を用いて画像データの送信を行なっているが、デジタルカメラ１０を携帯電話やＰ
ＨＳ、一般電話等の通信機器に接続可能に構成し、これらの通信機器を用いて画像データ
の送信を行なうようにしてもよい。
【００４５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、撮影した画像データを転送する際、電子透かし処
理又は暗号化処理を選択して行なうことができるので、目的に応じて適切な処理を施して
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画像データの転送を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るデジタルカメラの一実施形態を示す正面図
【図２】本発明に係るデジタルカメラの一実施形態を示す背面図
【図３】デジタルカメラの内部構成を示したブロック図
【図４】デジタルカメラのＣＰＵが行なう処理制御のフローチャート
【図５】液晶パネルの表示例を示す説明図
【符号の説明】
１０…デジタルカメラ、１２…撮影レンズ、１４…ファインダー窓、１６…シャッターボ
タン、１８…ファインダー、２０…電源ボタン、２２…モードレバー、２４…十字ボタン
、２６…メニュー／ＯＫボタン、２８…キャンセルボタン、３０…液晶モニタ、４０…Ｃ
ＰＵ、４２…撮像回路、４４…画像処理回路、４６…圧縮・伸張回路、４８…記録回路、
５０…表示回路、５２…スイッチ回路、５４…ＲＯＭ、５６…ＲＡＭ、５８…ＥＥＰＲＯ
Ｍ、６０…通信回路、６２…透かしデータ埋め込み回路、６４…暗号化回路、６６…メモ
リカード、６８…アンテナ、７０…通信コネクタ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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